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自己紹介

長久 勝（Masaru Nagaku）

国立情報学研究所（NII）
クラウド基盤研究開発センター

特任研究員

1994年から2010年まで、ゲームや映像配信などコンテンツ業界を中心に、技術職とし

て、ソフトウェア開発（クライアント・サーバ）、システム構築・運用に従事。2010年から

2015年まで、NIIにて、特任技術専門員として、トップエスイー（社会人向け教育プログラ

ム）運営、所内クラウド基盤構築・運用に従事。2015年から2017年まで、オンラインゲー

ムサーバソリューションの企画・開発・運用に従事。現職では、研究・教育分野でのクラ

ウド利用促進の活動に従事。本講演のテーマで大学ICT推進協議会2017年度年次大

会優秀ポスター賞。早稲田大学GEC非常勤講師。NPO法人IGDA日本SIG-4NG正世

話人。

https://researchmap.jp/mnagaku

https://researchmap.jp/mnagaku
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本講演の対象者

● システム運用業務で

コンソールからコマンドを叩いている方

● また、そうした現場で

後輩をどうやって育てたら良いか迷っている方
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本講演の対象者

● システム運用業務で

コンソールからコマンドを叩いている方

➢ 手順書と、作業時のメモと、作業証跡保存が、

ワンストップでイイ感じになる方法を話します

● また、そうした現場で

後輩をどうやって育てたら良いか迷っている方

➢ 先輩のやった作業を、後輩がなぞれるので、

追体験による技能移転が可能になります

持って帰れる知見はコチラ
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概要
ある日、先輩から、あなたに、「このサーバの調査したいから、この本のここに載ってる

一連の手順で、どんな感じか確認しといて。あ、あと、ポートが1つ LISTEN になってて 
http サーバになってるはずなんで、それが動いてるかも確認しといて。」と指示があった

とします。あなたは、ターミナルで、手順に沿ってコマンドを打ち込み、出力を Excel にコ

ピペして、時には、知らないコマンドをググったり、入っていないコマンドをインストールし

ながら、作業を進めるでしょう。数週間後、同様の調査を指示された時、あなたは前回の

成果物と記憶を頼りに、概ね同じ手順を繰り返すことになるでしょう。 NII クラウド運用

チームが実践する、 Jupyter Notebook を用いてシステムの構築・運用を行う手法「 
Literate Computing for Reproducible Infrastructure 」で、この一般的なシステム

運用作業はどう変わるでしょうか？詳しくお見せします。 我々のチームが積み上げてき

た経験と知見を共有して、みなさんの毎日の作業が少しでも改善できればと思います。
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概要
ある日、先輩から、あなたに、「このサーバの調査したいから、この本のここに載ってる

一連の手順で、どんな感じか確認しといて。あ、あと、ポートが1つ LISTEN になってて 
http サーバになってるはずなんで、それが動いてるかも確認しといて。」と指示があった

とします。あなたは、ターミナルで、手順に沿ってコマンドを打ち込み、出力を Excel にコ

ピペして、時には、知らないコマンドをググったり、入っていないコマンドをインストールし

ながら、作業を進めるでしょう。数週間後、同様の調査を指示された時、あなたは前回の

成果物と記憶を頼りに、概ね同じ手順を繰り返すことになるでしょう。 NII クラウド運用

チームが実践する、 Jupyter Notebook を用いてシステムの構築・運用を行う手法「 
Literate Computing for Reproducible Infrastructure 」で、この一般的なシステム運用

作業はどう変わるでしょうか？詳しくお見せします。 我々のチームが積み上げてきた経

験と知見を共有して、みなさんの毎日の作業が少しでも改善できればと思います。

今日は、ムズカシイ話はやめて、
具体的に、

「こんなことできます！」
を見せます
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デモシナリオ（従来通りコマンド叩く）

M先輩から

「3dwebmapのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった

1. ターミナルのログを残す設定にする

2. sudo docker exec -it jtf2018_3dwebmap_1 bash
sshの代わり

3. 「linux os 確認」でググる、/etc/issueを見つける

4. cat /etc/issue
OSがdebian8と確認

5. 「debian サービス 一覧」でググる、insservを見つける

6. insserv -s
サービス一覧を表示、それっぽいサービスは見つからず

7. ps aux
プロセスを確認、node.jsが動いてるのを見つける

8. 「listen debian」でググる、ssコマンドを見つける

9. ss -lnat ; ss -lnau
8000番が開いてるのを確認する

10. ブラウザで8000番を確認するとwebアプリが動いてるのが分かる
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デモシナリオ（従来通りコマンド叩く）

M先輩から

「3dwebmapのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった

1. ターミナルのログを残す設定にする

2. sudo docker exec -it jtf2018_3dwebmap_1 bash
sshの代わり

3. 「linux os 確認」でググる、/etc/issueを見つける

4. cat /etc/issue
OSがdebian8と確認

5. 「debian サービス 一覧」でググる、insservを見つける

6. insserv -s
サービス一覧を表示、それっぽいサービスは見つからず

7. ps aux
プロセスを確認、node.jsが動いてるのを見つける

8. 「listen debian」でググる、ssコマンドを見つける

9. ss -lnat ; ss -lnau
8000番が開いてるのを確認する

10. ブラウザで8000番を確認するとwebアプリが動いてるのが分かる

いつも、こんな感じですよね？
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デモシナリオ（ LC4RI）その1
M先輩から

「3dwebmapのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった
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デモシナリオ（ LC4RI）その1
M先輩から

「3dwebmapのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった

Jupyter Notebook を用いた  LC4RI で、
手順書と、作業時のメモと、作業証跡保存が、

ワンストップでイイ感じになった
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デモシナリオ（ LC4RI）その2
M先輩から

「wikiのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった

「2018-07-25_3dwebmapの調査」とほぼ同じ作業が予想された

ので、後輩に任せることにした
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デモシナリオ（ LC4RI）その2
M先輩から

「wikiのサーバ、中で何動いてるかレポート作って」

と指示があった

「2018-07-25_3dwebmapの調査」とほぼ同じ作業が予想された

ので、後輩に任せることにした

Jupyter Notebook を用いた  LC4RI で、
先輩のやった作業を、後輩がなぞれるので、

追体験による技能移転が可能になった
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Notebookをこう使う

● 確定的な手順が存在する

➢ Notebookが実行できる手順書として作成できる

➢ スケジューラからNotebookを叩けば自動化できる

● 探索的な操作

➢ 操作履歴や周辺情報などをまとめて残せる

➢ 他の人が同様の作業を行うための雛型になる

➢ 洗練すると手順書にできる場合がある

くわしくは、 Facebookで！
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NIIクラウド運用チームの実践

構築後も、現物主義で、Notebookベースの運用を行っている。

法定停電対応とか、障害調査とか、構成変更とか。
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あ、1つ言い忘れてました。
普通の  Jupyter Notebook は

こんなんじゃないです。



16標準機能 独自拡張 記述の工夫
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関連情報

● GitHub
https://github.com/NII-cloud-operation
https://literate-computing.github.io/index-ja.html

https://github.com/mnagaku/jtf2018　（今日のデモ）

● Facebook
https://www.facebook.com/groups/LiterateComputing/

● お問合せ

mnagaku@nii.ac.jp　とか　@mnagaku

https://github.com/NII-cloud-operation
https://literate-computing.github.io/index-ja.html
https://github.com/mnagaku/jtf2018
https://www.facebook.com/groups/LiterateComputing/
mailto:mnagaku@nii.ac.jp



